
1 序論

WHOたばこ規制枠組条約が批准される中、国や地

方自治体、教育機関等は、受動喫煙の対策を強化しつ

つある１）。教育関係者は国民の範として禁煙を求めら

れている。大学においても喫煙防止や禁煙対策を徹底

することが周知され、構内については、全面禁煙化が

進められている１）。

本学では、屋内は全面禁煙、屋外では分煙という形

式をとっているため、喫煙者は基本的に屋外の指定し

た場所でしか喫煙することはできない。しかしながら、

現状の本学ではそのルールがあまり守られていないよ

うに思われる。

事実、著者達はほぼ毎日、喫煙所以外の場所で喫煙

をしている学生に遭遇し、たばこを消すか、喫煙所に

移動するように注意を促している。さらに、毎月教職

員の有志で行われる“キャンパスマナー向上キャンペー

ン”は、大学キャンパスでのマナー向上を目的として

行われているが、喫煙場所を守らない学生に対する指

導が中心となってしまっている。

どのような理由であろうとも喫煙マナーを守らない

ことは許されない。しかし、あまりにも多い喫煙マナー

を守れない学生を前に、我々は単に注意を促すだけで

はなく、喫煙マナーを守らない・守れない理由は何か

を知ることで、その対策を少しでも講じる必要があろ

う。

そこで本研究の目的は、喫煙マナーを守らない理由

を調査することと、その調査結果をもとに、その対策

を考察することとした。

2 調査方法

2.1 調査対象

中部大学春日井キャンパス内にいる学生を対象とし

た。

2.2 調査方法

平成23年６月１日から７月31日までの２カ月間にお

いて、喫煙所以外で喫煙をしている学生に対して、喫

煙所以外で喫煙をしている・してしまった理由を１人

の調査者が口頭にて直接質問した。

まず、喫煙所以外で喫煙をしていることについて注

意をし、たばこの火を消すか喫煙所に移動させた。そ

して、『なぜ、喫煙所以外で喫煙をしてしまったのか？』

と質問をした。

質問に対する応答と、その場所並びにおよその時間

を記録した。質問に対する応答は口語であるため、記

録のためにある程度の文言を補完した。

最後に、『喫煙所以外での喫煙は許されないので、

喫煙所で吸うように』と伝えるようにした。学生との

コミュニケーションが充分にとれるケースでは、禁煙

を勧めた。さらに、二十歳に満たない学生だと分かっ

たときは、その旨も注意した。

3 結果

表１に、喫煙マナー違反をしてしまった理由、それ

を聞いた日時、天候、場所、並びに、違反者の性別、

要求的な発言と、喫煙してしまった理由から読み取れ

る間接的な要求をまとめた。また、図１に、喫煙マナー

違反者に質問した場所を示した。

喫煙マナー違反の注意を促した者の中で質問できた

のは、約６～７割程度であり、男子74人、女子２名で

あった。学年や学部・学科などは、著者らが面識のあ

る学生以外分からなかった。

表２では、表１の喫煙マナー違反をしてしまった理

由を分類した。喫煙所が小さい・少ないからという理

由が12％で一番多く、“吸っても良い場所だと思った”

などの勘違いから喫煙ルールを破ってしまった学生は

10％であった。次いで喫煙することを我慢できなかっ

たからという理由が９％であった。

喫煙所、あるいは自分の通学用の車へ行く途中や行っ

た後に歩きながら喫煙してしまうケース、友人の連れ

添いや友人を待っている最中に喫煙マナーを守れない

事例、喫煙所が自分の所属学部棟になく喫煙ルールを

犯す事例はそれぞれ全体の８％であった。

喫煙所にいくことが面倒で喫煙所以外で喫煙してし

まったという理由は６％、屋外で気持ちよくて喫煙し

てしまった、ベンチがあったので喫煙してしまったな

どの環境的な要因は５％であった。また、風雨をしの

ぐために喫煙所以外で喫煙した場合は４％だった。

“なんとなく”、“いつもここで吸ってしまうので”

など、他の理由とグループ化できない・し難い場合は
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その他とし、全体の８％であった。今回の調査では、

特別に目立った理由があったわけではなく、様々な理

由が混在した。
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表１ 喫煙マナー違反をしてしまった理由

#$ %& '& ()* +, -. /0121345�6 789:;<=>?@AB�C)D978E

� ���� �� �	
 � ��
����� � �� ���������� 
! ���� �� �	
 � "#$% & �� ��'( )"#$%���*+,-�./0123
4 ���� �� �	
 � "#$% & �� ��'( "#$%���*+,-�./012
5 ���� �� �	
 � 67�89:;<=> ? �� 67�@ABC�� '(DE'(F-GHIJ
K ��!� L� MNOPQ RS T6UV�W*UX� Y �� Z2[\(]^1 '(
� ��!� L� MNOPQ_ RS `abcBde)UV����fg3 h �� V�����i
M ��4� j� �N!PQ_ kl !K
��m n �� )���3\opi2qrs� '( )���\tu2Nv[23
O ��M� w� �	
 kl xyz{|B}�� ~ �� ���\opi2q'( )���\tu2Nv[23
� ��O� �� ��B���� kl ��a���% � �� ���\opi2q'(�������'(�2rs� )���\tu2Nv[23
�� ��O� �� ��B���� kl ��a���% � �� ���\opi2q'(�������'(�2rs� )���\tu2Nv[23
�� ��O� �� ��B���� kl ��a���% � �� ���\opi2q'(�������'(�2rs� )���\tu2Nv[23
�! ��O� �� !�P�� kl 67����� � �� ��1/���i�['� 
�4 ����� j� �	
% RS 6����B���� � �� ���\ � *iG2NNNN
�5 �%��& �� �N!PQ_ kl !M
¡¢ £ �� ¤¥�Z�/2 *i
�K �%��& �� �N!PQ_ kl !M
¡¢ £ �� ¦*���\§2 )���\8¨*z©*¡�[23
�� �%��& �� �N!PQ_ kl !M
¡¢ £ �� ¦*���iª«¬«­®\ q )���\8¨*z©*¡�[23
�M �%��& �� �N!PQ_ kl !M
¡¢ £ �� ¯
�°1/2[2122*iªNNNN
�O �%��& �� �N!PQ_ kl !M
¡¢ £ �� K�
¡*r��i±dB²�/Z�/2 *�NNNN )���\8¨*z©*¡�[23
�� �%��& �� �N!PQ_ kl x³z{|B}% ´ �� µ¶�r¤¥r·1/1I�/NNNJ
I¸p
!� �%��& �� MNOPQ kl KK
¡% ¹ �� ºp��u'� '(
!� �%��& w� �	
% kl x³z{|B}% ´ �� 2G�*�ri IS��[�/2q
!! �%��& w� �	
% kl x³z{|B}% ´ �� ���'(»2rs� 
!4 �%��& w� �	
% kl x³z{|B}% ´ �� ���'(»2rs� 
!5 �%��& w� �	
% kl x³z{|B}% ´ �� ���'(»2rs� 
!K �%��& w� �	
)?¹3 kl !�
¡% ¼ �� ½l*¤¾\Z�/2 '(
!� �%��& w� �	
)?¹3 kl !�
¡% ¼ �� I 22'[
!M �%��& w� �	
)?¹3 kl !�
¡% ¼ �� ¿iFÀµ�'� '(
!O �%��& w� �	
)?¹3 kl !�
¡% ¼ �� I 22'[ rNNNN
!� �%��& w� �	
)?¹3 kl x³z{|B}% ´ �� Z�/��2���rs� 
4� �%��& w� �	
)?¹3 kl �
�����=> Á �� ������'rs� ���\v[2
4� �%��& w� �	
)?¹3 kl �
�����=> Á �� ������'rs� 
4! �%��& w� �	
)?¹3 kl �
�����=> Á �� ������'rs� 
44 �%��& w� �	
)?¹3 kl �
�����=> Á �� ������'rs� 
45 �%��& �� �N!PQ% kl ÂÃ�Ä��ÅÆÇ=> È �� 8¨�ÉH D��iZ�/ª2H[2�rªÊ�/2 
4K �%��& �� �N!PQ% kl ÂÃ�Ä��ÅÆÇ=> È �� ViZ�/� '(Ë*IID��iZ�/ª2H[2rªÊ(['� 
4� �%��& �� �N!PQ% kl ÂÃ�Ä��ÅÆÇ=> È �� ViZ�/ '(
4M �%��& �� 4N5PQ kl x³z{|B}% ´ �� ºp��u2'(
4O �%��& �� 4N5PQ kl x³z{|B}% ´ �� [pr[�
4� �%��& �� KN�PQ kl `abcBde)UV����fg3 h �� ���iZ�/Ë*II�µÌ2I1 
5� �%�	& j� �	
)?¹3 RS)�\v13 !M
¡¢ £ �� ��i�I¸pi1 
5� �%�	& j� �	
)?¹3 RS)�\v13 !M
¡¢ £ �� ��i�I¸pi1 
5! �%�	& j� MNOPQ RS)�\v13 x³z{|B}% ´ Í� )Î��3Ï�µÌ� '(NNNN)ºp��u�/3
54 ��!�� w� KN�PQ_ kl 67�89:;<=> ? �� 89:;<��� '� '(
55 ��!�� w� KN�PQ_ kl 67�89:;<=> ? �� 89:;<�2�½l*¤¾�G2/� '(
5K ��!!� �� �N!PQ% kl ÂÃ�Ä��ÅÆÇ=> È �� Z�PÐ\['� NNNN
5� ��!5� j� KN�PQ% kl 67�89:;<=> ? �� ��i�Ñ�G2G2
5M ��!M� �� ��P�� kl ��
����� � �� ÒqG2i�NNNN
5O ��!�� �� �N!PQ_ kl !K
��m n �� ¤¾-Ó�/2 *iNNNN
5� ��!�� �� �	
 kl !K
��m n �� ÔÕ\ �/�Ïq*�µ¶��»'� *i
K� M��� j� MNOPQ RS x³z{|B}% ´ �� ¤¾-Ó�/2 *iNNNN
K� M�K� w� KN�PQ_ kl x³z{|B}% ´ �� 2G���iZ�/1I�*iNNNN
K! M��� �� KN�PQ_ kl x³z{|B}% ´ �� ��1/����i�['� 
K4 M��� �� KN�PQ_ kl x³z{|B}% ´ �� \Ipi�I¸pi1 
K5 M��� �� KN�PQ_ kl x³z{|B}% ´ �� ���\v[�/NNNN )���\v[23
KK M�M� L� MNOPQ_ � �
�����=> Á Í� ¤¥-Ó�/2/NNNNN
K� M�O� j� �	
 kl xyz{|B}rÖ×�*Ð Ø �� F¨\»�/DDDDÙ¤¥\� *i��iw-H1/2�IJ
KM 	%��& �� �N!PQ_ kl ÚÛÜ�% Ý �� ���\§'� *i )���\8¨*z©*¡�[23
KO 	%��& �� �N!PQ_ kl ÚÛÜ�% Ý �� ���\§'� *i )���\8¨*z©*¡�[23
K� 	%��& �� �	
 kl K�
¡%Ú��� Þ �� G2G2Z�/1I2I1 
�� 	%�
& w� �	
)?¹3 RS !!
¡% ß �� ���\2�à2�� '( )���\tu2Nv[23
�� 	%�
& w� MNOPQ_ RS ��a¡%*Ä���Åá��Ü â �� ��G2i�µ¶�r22'[ rNNNN
�! 	%��& �� �	
 kl x³z{|B}% ´ �� ÏS '� H����\ã2/2['� )���\tu23
�4 	%��& �� �	
 kl äå�æ�ç�è% é �� ���\opi2q )���\tu2Nv[23
�5 	%��& �� KN�PQ kl Ä���Åêëì í �� Ä���ÅªuJ\�îï�H���ª22rs� 
�K 	%��& �� KN�PQ kl Ä���Åêëì í �� Ä���ÅªuJ\�îï�H���ª22rs� 
�� 	%��& �� �Oð4�ñ kl K�
¡%Ú��� Þ �� ���\[2'(NNN )���\8¨*z©*¡�[23
�M 	%��& �� �Oð4�ñ kl K�
¡%Ú��� Þ �� ���\§2'(NNN )���\8¨*z©*¡�[23
�O 	%��& �� �Oð4�ñ kl K�
¡%Ú��� Þ Í� ���\[2'(NNNÙ¯ºp[u2D )���\8¨*z©*¡�[23
�� M���� w� �N!PQ �)òóô�3 67�89:;<=> ? �� ó\õ�/�\]�/�q'( )��
�%���*+,-�./0123
M� M���� w� �N!PQ �)òóô�3 67�89:;<=> ? �� ó\õ�/�\]�/�q'( )��
�%���*+,-�./0123
M� M�!K� �� �	
 � äå�æ�ç�è% é �� ������ SIJ'ö
M! M�!�� w� �	
 kl äå�æ�ç�è% é �� ���\opi2/FIÑ2 )���\tu2Nv[23
M4 M�!�� w� �	
 kl äå�æ�ç�è% é �� ��1/�\Ipi�[�/
M5 M�!O� L� �	
 kl äå�æ�ç�è% é �� ºp��u�/G2
MK M�!�� j� �	
 kl �O÷��*Ð ø �� ����¾\ù�/����2 )���\tu2Nv[23
M� M�!�� j� �	
 kl x³z{|B}% ´ �� ¿�� *i�I 22'[ NNr

FG

�

� "#$%&'()*+,-./01()*2/*3456748$ 9: '()*+,-./01;<=>?@ABCDEF5GCHIJKLM

N 7O6PMQ 7O6RMS 7O6TMU 7O'6VWXW L YZ Q [-\$]^7485GCHIJK_6L6N [-`ab?@cdeWJ]^

fgJKhi$j/-&'k L $lm5GCHIJKnopqrstuveW�J4wpno$x6yz'{|}~f�CDK�



表２ 喫煙マナーを守れなかった理由の分類

4 考察

4.1 調査の限界

本研究の調査者は１人であり、全ての曜日、全ての

時間帯、全ての場所について調査したわけではなく、

一人の調査者の学内での動きに沿ってのみしか調査を

行えなかった。従って、本研究から、曜日や時間帯、

場所についての比較は行うことができない。

4.2 性別

本研究において、喫煙ルールを犯した女子学生は全

体のわずか2.6%程度であった。女子学生が少なかった

理由として、本学における女子学生の喫煙率が男子の

それの２割未満であり２）、絶対的に喫煙者が少ないこ

とが考えられた。

また、喫煙マナーに性差がある、すなわち女性の方

が男性よりも喫煙マナーが良い、という可能性がある

が、喫煙マナーと性差の関係について言及した研究報

告はなく、今後の検討事項であると考えられた。

―31―

大学生が学内で喫煙マナーを守らない・守れない理由

図１ 喫煙マナー違反者場所
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4.3 喫煙マナー違反場所とその背景

4.3.1 本学郵便局前（図１，B）

今回、本学キャンパス内郵便局前において、喫煙マ

ナーを指導・質問したケースは２件（表１，２、３）

であった。当日は、雨のために喫煙者が屋根付きの喫

煙所に集中していたので、喫煙所以外の屋根がある場

所にて喫煙している者が多かった。

今回の被質問者は雨を理由に喫煙マナーを守らなかっ

た。その背景として、喫煙所の屋根が小さいことが考

えられた。事実、その屋根を広げてほしいとの具体的

な返答もあった。

4.3.2 体育館自動販売機周辺（図１，C）

体育館自動販売機周辺でのマナー違反者への調査は

６件（表１，４、43、44、46、69、70）あった。内２

件（表１，69、70）は、風雨により喫煙所に雨が入っ

てきたため、それを避けるために雨の防げる場所（体

育館自動販売機周辺）への移動であった。今後、分煙

化を継続していく以上、天候に左右されないような喫

煙所の設置が必要であろう。

また、喫煙所での喫煙途中に自動販売機まで移動す

ると思われる学生が日頃から多いために、喫煙可能範

囲を改めて強く周知させる手立ても必要であろう。具

体的提案は後述する。

4.3.3 27号館裏（図１，K）、50号館前旧喫煙

所（図１，S）

27号館裏での調査は７件（表１，14～18、41、42）

あった。原因の第一に、医療従事者を養成する生命健

康科学部棟の喫煙所が撤廃され、喫煙所が遠い、他の

学部棟近くの喫煙所では吸い辛いということが考えら

れた。このことは、50号館前旧喫煙所で喫煙をしてい

た４件のケース（表１，59、66～68）と旧武道館前の

２事例（表１，57、58）の発言からも裏付けられる。

いまや医師・歯科医師をはじめとする保健医療従事

者も喫煙問題に正面から取り組むべき時期を迎えてい

る３）。保健医療従事者を養成する教職員のみならず保

健医療従事者を目指す生命健康科学部の学生も禁煙に

取り組まねばならない。従って、喫煙所の議論を行う

ことも必要かもしれないが、むしろ、早急に喫煙ルー

ルの遵守のみならず禁煙指導を強力に推し進めるべき

だろう。

4.3.4 第三学生ホール前（図１，L）

本研究において、喫煙ルールを守らなかった学生に

対する質問は第三学生ホールが一番多く、16事例（表

１，19、21-24、29、37、38、42、50-54、62、76）で

あった。

噴水の周辺および、外のテーブル周辺で喫煙してい

るケースが非常に多いため、喫煙可能スペースをより

明確にして、マナー違反とりしまりを強化していく必

要があると考えられる。

現在、本学の多くの喫煙所は喫煙スペースが白いラ

インで区切られているが、学生はその白いラインに関

係なく、喫煙所の付近にいれば違反にならないと考え

ていると思われる。このことは、教職員がマナー違反

者に注意を促し難くし、灰皿付近にも関わらず、たば

この吸い殻が散らかっているという弊害を生じさせて

いる。従って、本学喫煙所の全てを“柵で囲む”など

して、喫煙許可スペースをより明確化することを著者

達は提案したい。

4.4 喫煙可能場所から・喫煙可能場所への歩

きたばこについて

今回の調査では、喫煙可能場所を中心としたその前

後での喫煙マナー違反は全体の８％を占めた（表２）。

特に著者達が気になったのは、学生駐車場から移動中

の歩きたばこである。

たばこの身体への悪影響に対する警告以外の目的で、

通学時の自家用車内の喫煙を制限するような権利は、

残念ながら大学にはない。従って入構の際にたばこを

消し、火のついたたばこを構内に持ち込ませないよう

なシステムを徹底しなければならない。

また、そもそも根本的に、構内は喫煙所以外の場所

は、例え屋外であろうとも、携帯灰皿を持参していよ

うとも喫煙禁止なのである。これを確実に周知させる

ことで、本ケースや、10％の喫煙可と思ったなどの勘

違いの事例（表２）を減らせるのではないだろうか？

学生が本学に入講する主要なゲートは正門と駐車場の

ある西門である。そこで構内の指定区域以外の喫煙は

禁止である旨を、改めて伝えられるような看板やアナ

ウンスできるシステムの設置を、我々は提案する。

4.5 喫煙所は少ないのか？小さいのか？

「健康増進法」の影響で、日本社会における分煙化

は急速に拡大したと言われる。この分煙化には面白い

側面があるようで、企業内に設置された喫煙所では部

署を超えた多種多様な会話が活発におこなわれ、貴重

な情報交換の場になっているようでもある。すなわち、

喫煙所は社交の場であると社会では位置づけられる。

従って、喫煙所は広い必要はなく、数も少ない方が

学部や学科を超えた社交の場となり得る。しかしなが

ら、本研究では、喫煙所が小さい・少ないと読み取れ

る事例が12％に及び（表２）、喫煙所が混んでいるこ

とや喫煙所にaway感（自分の知らない学生が多い喫

煙所では吸い難い）があることが喫煙マナー違反に及
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んでしまったとの理由に挙げられていた。つまり、学

生の間では、部署（学部・学科）を超えた社交の場と

はなっていないことが伺える。

その背景には、学生のコミュニケーション能力不足

があると考えられる。この問題の解決には、喫煙問題

に留まることなく、導入教育を強化するなどの学生の

社交能力を向上させる措置が必要なのかもしれない。

4.6 禁煙 vs喫煙マナーを違反させないよう

な対応

我々はこれまでに、一部を除いて喫煙マナーを違反

させないようにするための策を講じてきた。しかし、

究極的な目標は禁煙である。なぜなら、�たばこが喫

煙者に加えてその周囲にいる非喫煙者にも生命と健康

に大きな影響を及ぼすことは膨大な医学的なデータで

実証されている、�喫煙者の減少が喫煙マナー違反者

の数を絶対的に減らす、�たばこ規制枠組み条約で象

徴されるように、人間の体と心をたばこから守るため

の努力が世界中で取り組まれている３）からである。

具体的には、喫煙者に対しては、他大学でも試みて

いるように４）、禁煙外来を学内に設置することを提案

したい。また、喫煙を開始させないための啓蒙活動の

強化も推し進める必要があろう。

4.7 教職員一体となっての対応を

本学では、毎月“キャンパスマナー向上キャンペー

ン”中の昼休みに、教職員の有志による構内見回りが

実施されている。本学の現場における喫煙指導は、主

にこれを介して行われているのが現状である。

著者達は、喫煙学生が、“この期間のみ喫煙マナー

を守れば良い”という認識をしてしまうことを懸念し

ている。従って、どの教職員も何時何処でも、喫煙マ

ナーを守っていない学生に遭遇したら注意を促して欲

しいと著者達は願っている。また、それが喫煙マナー

違反者を出さない一番の特効薬であると信じている。

4.8 本研究を介して得られたこと

著者らは、本研究を行う以前は喫煙マナーを守らな

い学生を頭ごなしに注意をしていた。そして、それに

対しての反応が鈍い学生もいた。しかし、なぜ喫煙所

以外で喫煙をしてしまったのかという質問をすること

で、会話が広がったり、より早く反応してくれたりす

るようになったことを経験した。以下に本研究中に得

られた指導過程を紹介する。

・まずは、たばこの火を消させるか喫煙所に移動させ

る。学生が反応するまでその場から離れない。どん

なに反抗的な学生であっても最終的には反応してく

れる。

・喫煙所以外で喫煙してしまった理由を聞く。

・最後に、喫煙所以外では喫煙してはいけない旨を伝

える。頭ごなしに注意するよりも学生の心に響いて

いる感じがあった。

また、注意する側が携帯灰皿を持つというアイデア

が採用されている大学もある５）。喫煙所が遠いような

場所でのマナー違反者の注意の際には役立つと考えら

れる。

5 まとめ

● 喫煙マナーを違反させなくさせる対応よりも禁煙

化が重要である。

● 雨天時の喫煙マナー違反者を出さない対策として、

天候に左右されないような喫煙所の設置が必要で

ある。

● 喫煙所とそれ以外を明確化するために喫煙所に柵

を設けることを提案する。

● 指定区域以外禁煙である旨を、正門と西門にて改

めて学生に伝えるシステム作りを提案する。

● 導入教育などの強化によって学生の社交性を向上

させれば、喫煙所の縮小化に結びつく可能性があ

る。

● 医療従事者を養成する健康医療科学部棟に喫煙所

がないことに由来する問題の解決のために、所属

学生に対して、喫煙ルールの遵守のみならず禁煙

指導教育を強力に推し進めるべきである。

● キャンパス内喫煙マナー向上のためには本学教職

員が一体となった対応が欠かせない。
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